
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】極薄手のワークの研磨加工に好適に用いられる

、剛性及び耐摩耗性に優れた両面研磨機用ワークキャリ

ア及びその製造方法を提供する。

【解決手段】多数の骨材１８を含む無電解鍍金液に所定

の基板を浸漬して、その基板の表面にその多数の骨材１

８を含む金属組織２０を形成する無電解鍍金工程を含む

ことから、キャリア１０の厚み寸法を可及的に均一に形

成できることに加え、両面研磨機による研磨加工に十分

に耐え得る剛性及び耐摩耗性を付与できる。すなわち、

極薄手のワークの研磨加工に好適に用いられる、剛性及

び耐摩耗性に優れたキャリア１０及びその製造方法を提

供することができる。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
両 面 研 磨 機 に よ る 研 磨 加 工 に 際 し て 、 該 両 面 研 磨 機 に 備 え ら れ た 第 １ 定 盤 と 第 ２ 定 盤 と の
間 に 薄 片 状 の ワ ー ク を 保 持 す る た め に 用 い ら れ る 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア で あ っ て 、
全 体 に 占 め る 体 積 割 合 が ５ ％ 以 上 ７ ０ ％ 以 下 の 範 囲 内 で あ る 多 数 の 骨 材 が 金 属 組 織 に よ り
相 互 に 結 合 し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 金 属 組 織 は 、 リ ン 及 び ／ 又 は ホ ウ 素 を 含 む ニ ッ ケ ル 合 金 で あ る 請 求 項 １ の 両 面 研 磨 機
用 ワ ー ク キ ャ リ ア 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 金 属 組 織 は 、 無 電 解 鍍 金 に よ り 形 成 さ れ た も の で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ の 両 面 研 磨 機 用
ワ ー ク キ ャ リ ア 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 金 属 組 織 の ビ ッ カ ー ス 硬 さ は 、 Ｈ Ｖ ５ ０ ０ 以 上 で あ る 請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か の 両 面
研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 骨 材 の 平 均 粒 径 は 、 ０ ． １ μ ｍ 以 上 １ ０ μ ｍ 以 下 の 範 囲 内 で あ る 請 求 項 １ か ら ４ の 何
れ か の 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア 。
【 請 求 項 ６ 】
厚 み 寸 法 が ５ μ ｍ ｔ 以 上 １ ０ ０ μ ｍ ｔ 以 下 の 範 囲 内 で あ る 請 求 項 １ か ら ５ の 何 れ か の 両 面
研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア 。
【 請 求 項 ７ 】
両 面 研 磨 機 に よ る 研 磨 加 工 に 際 し て 、 該 両 面 研 磨 機 に 備 え ら れ た 第 １ 定 盤 と 第 ２ 定 盤 と の
間 に 薄 片 状 の ワ ー ク を 保 持 す る た め に 用 い ら れ る 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 製 造 方 法
で あ っ て 、
多 数 の 骨 材 を 含 む 無 電 解 鍍 金 液 に 所 定 の 基 板 を 浸 漬 し て 、 該 基 板 の 表 面 に 該 多 数 の 骨 材 を
含 む 金 属 組 織 を 形 成 す る 無 電 解 鍍 金 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ
リ ア の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 無 電 解 鍍 金 工 程 に よ り 形 成 さ れ る 前 記 多 数 の 骨 材 を 含 む 金 属 組 織 全 体 に 占 め る 該 骨 材
の 体 積 割 合 が ５ ％ 以 上 ７ ０ ％ 以 下 の 範 囲 内 と な る よ う に 、 前 記 無 電 解 鍍 金 液 に 含 ま れ る 該
骨 材 の 量 が 予 め 定 め ら れ た も の で あ る 請 求 項 ７ の 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 無 電 解 鍍 金 液 は 、 リ ン 及 び ／ 又 は ホ ウ 素 を 含 む も の で あ る 請 求 項 ７ 又 は ８ の 両 面 研 磨
機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 骨 材 の 平 均 粒 径 は 、 ０ ． １ μ ｍ 以 上 １ ０ μ ｍ 以 下 の 範 囲 内 で あ る 請 求 項 ７ か ら ９ の 何
れ か の 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 無 電 解 鍍 金 工 程 に よ り 形 成 さ れ る 前 記 多 数 の 骨 材 を 含 む 金 属 組 織 の 厚 み 寸 法 が ５ μ ｍ
ｔ 以 上 １ ０ ０ μ ｍ ｔ 以 下 の 範 囲 内 と な る よ う に 、 鍍 金 処 理 時 間 が 予 め 定 め ら れ た も の で あ
る 請 求 項 ７ か ら １ ０ の 何 れ か の 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 無 電 解 鍍 金 工 程 に よ り 形 成 さ れ る 前 記 多 数 の 骨 材 を 含 む 金 属 組 織 に 、 ２ ０ ０ ℃ 以 上 ５
０ ０ ℃ 以 下 の 温 度 雰 囲 気 に て 熱 処 理 を 施 す 熱 処 理 工 程 を 含 む も の で あ る 請 求 項 ７ か ら １ １
の 何 れ か の 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
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本 発 明 は 、 両 面 研 磨 機 に よ る 研 磨 加 工 技 術 に 関 し 、 特 に 、 薄 片 状 の ワ ー ク を 研 磨 加 工 す る
際 に そ の ワ ー ク を 保 持 す る 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア 及 び そ の 製 造 方 法 の 改 良 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
例 え ば 、 そ れ ぞ れ の 研 磨 面 が 互 い に 平 行 と な る よ う に 配 設 さ れ た 第 １ 定 盤 及 び 第 ２ 定 盤 を
備 え 、 そ の 第 １ 定 盤 と 第 ２ 定 盤 と の 間 に 薄 片 状 の ワ ー ク を 挟 み 込 ん だ 状 態 で 遊 離 砥 粒 を 含
む ス ラ リ （ 泥 漿 ） を 供 給 し つ つ 相 対 回 転 さ せ る こ と で そ の ワ ー ク の 両 面 に 研 磨 加 工 を 施 す
両 面 研 磨 機 が 知 ら れ て い る 。 こ の 両 面 研 磨 機 に よ る 研 磨 加 工 に 際 し て は 、 上 記 第 １ 定 盤 と
第 ２ 定 盤 と の 間 に 上 記 ワ ー ク を 保 持 す る た め に 薄 板 状 の ワ ー ク キ ャ リ ア が 用 い ら れ る 。 か
か る ワ ー ク キ ャ リ ア は 、 そ の 一 部 に 設 け ら れ た 保 持 穴 部 に 上 記 ワ ー ク を 納 め た 状 態 で そ の
ワ ー ク と 共 に 上 記 第 １ 定 盤 と 第 ２ 定 盤 と の 間 に 挟 み 込 ま れ 、 研 磨 加 工 に 際 し て そ の ワ ー ク
が 常 に 上 記 第 １ 定 盤 及 び 第 ２ 定 盤 の 研 磨 面 に 摺 接 す る よ う に 維 持 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
近 年 、 固 有 振 動 数 の 共 振 を 利 用 し て 発 振 周 波 数 を 安 定 化 す る た め の 水 晶 発 振 器 等 に 用 い ら
れ る 水 晶 振 動 子 へ の 需 要 が 高 ま っ て き て お り 、 そ の 材 料 で あ る 水 晶 薄 片 の 研 磨 加 工 に 上 記
両 面 研 磨 機 が 多 用 さ れ て い る 。 水 晶 振 動 子 が 組 み 込 ま れ る 機 器 の 小 型 化 に 伴 い 、 そ の 水 晶
振 動 子 に 用 い ら れ る 水 晶 薄 片 は 薄 型 化 の 一 途 を た ど り 、 例 え ば ３ ０ μ ｍ ｔ 以 下 と い っ た 極
薄 手 の も の が 求 め ら れ る よ う に な っ て き て お り 、 か か る 研 磨 加 工 を 好 適 に 行 い 得 る 技 術 の
開 発 が 模 索 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
前 記 両 面 研 磨 機 に よ る 研 磨 加 工 に 用 い ら れ て き た 従 来 の ワ ー ク キ ャ リ ア は 、 例 え ば 厚 み 寸
法 ３ ０ μ ｍ ｔ 乃 至 ２ ５ ０ μ ｍ ｔ 程 度 の 工 具 鋼 （ Ｓ Ｋ 鋼 ） か ら 成 る も の で あ っ た が 、 厚 み 寸
法 ３ ０ μ ｍ ｔ 以 下 の も の は 製 造 が 困 難 で あ る こ と に 加 え 、 十 分 な 剛 性 を 付 与 す る こ と が で
き ず 、 研 磨 加 工 中 に 変 形 等 の 不 具 合 を 生 じ さ せ る も の で あ っ た 。 ま た 、 研 磨 屑 に よ り 摩 耗
し 易 い と い う 弊 害 も あ っ た 。 そ こ で 、 例 え ば 厚 み 寸 法 ３ ０ μ ｍ ｔ 以 下 と い っ た 極 薄 手 で あ
っ て も 十 分 な 剛 性 及 び 耐 摩 耗 性 を 備 え た ワ ー ク キ ャ リ ア を 提 供 す べ く 、 種 々 の 技 術 が 提 案
さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。 例 え ば 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 と 電 解 鍍 金
技 術 を 用 い て 形 成 さ れ た 多 数 の 中 空 部 を 有 す る ワ ー ク キ ャ リ ア と い っ た も の で あ る が 、 か
か る 構 成 で は 厚 み 寸 法 が 不 均 一 と な る こ と に 加 え 、 依 然 と し て 十 分 な 剛 性 を 付 与 す る こ と
が で き ず 、 実 用 に 足 る も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ９ ０ ８ １ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 以 上 の 事 情 を 背 景 と し て 為 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 極 薄
手 の ワ ー ク の 研 磨 加 工 に 好 適 に 用 い ら れ る 、 剛 性 及 び 耐 摩 耗 性 に 優 れ た 両 面 研 磨 機 用 ワ ー
ク キ ャ リ ア 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ の 手 段 】
か か る 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 第 １ 発 明 の 要 旨 と す る と こ ろ は 、 両 面 研 磨 機 に よ る 研 磨
加 工 に 際 し て 、 そ の 両 面 研 磨 機 に 備 え ら れ た 第 １ 定 盤 と 第 ２ 定 盤 と の 間 に 薄 片 状 の ワ ー ク
を 保 持 す る た め に 用 い ら れ る 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア で あ っ て 、 全 体 に 占 め る 体 積 割
合 が ５ ％ 以 上 ７ ０ ％ 以 下 の 範 囲 内 で あ る 多 数 の 骨 材 が 金 属 組 織 に よ り 相 互 に 結 合 し て 形 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 第 １ 発 明 の 効 果 】
こ の よ う に す れ ば 、 全 体 に 占 め る 体 積 割 合 が ５ ％ 以 上 ７ ０ ％ 以 下 の 範 囲 内 で あ る 多 数 の 骨
材 が 金 属 組 織 に よ り 相 互 に 結 合 し て 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 両 面 研 磨 機 に よ る 研 磨 加 工
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に 十 分 に 耐 え 得 る 剛 性 を 備 え て い る こ と に 加 え 、 前 記 金 属 組 織 の 材 料 を 適 宜 選 択 す る こ と
で 必 要 十 分 な 耐 摩 耗 性 を 付 与 で き る 。 す な わ ち 、 極 薄 手 の ワ ー ク の 研 磨 加 工 に 好 適 に 用 い
ら れ る 、 剛 性 及 び 耐 摩 耗 性 に 優 れ た 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア を 提 供 す る こ と が で き る
。 な お 、 前 記 多 数 の 骨 材 の 前 記 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア 全 体 に 占 め る 体 積 割 合 が ５ ％
よ り 小 さ い 場 合 及 び ７ ０ ％ よ り 大 き い 場 合 に は 、 何 れ も そ の 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア
の 剛 性 が 不 十 分 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 第 １ 発 明 の 他 の 態 様 】
こ こ で 、 好 適 に は 、 前 記 金 属 組 織 は 、 リ ン 及 び ／ 又 は ホ ウ 素 を 含 む ニ ッ ケ ル 合 金 で あ る 。
こ の よ う に す れ ば 、 前 記 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 耐 摩 耗 性 を 更 に 高 め る こ と が で き
る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 好 適 に は 、 前 記 金 属 組 織 は 、 無 電 解 鍍 金 に よ り 形 成 さ れ た も の で あ る 。 こ の よ う に
す れ ば 、 前 記 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 厚 み 寸 法 を 可 及 的 に 均 一 に 且 つ ピ ン ホ ー ル 等
の 欠 陥 を 生 じ さ せ る こ と な く 形 成 で き る こ と に 加 え 、 そ の 耐 摩 耗 性 及 び 耐 食 性 を 更 に 高 め
る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 好 適 に は 、 前 記 金 属 組 織 の ビ ッ カ ー ス 硬 さ は 、 Ｈ Ｖ ５ ０ ０ 以 上 で あ る 。 こ の よ う に
す れ ば 、 必 要 十 分 な 耐 摩 耗 性 を 備 え た 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア を 提 供 で き る と い う 利
点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 前 記 骨 材 の 平 均 粒 径 は 、 ０ ． １ μ ｍ 以 上 １ ０ μ ｍ 以 下 の 範 囲 内 で あ る 。 こ の よ う に
す れ ば 、 必 要 十 分 な 剛 性 を 備 え た 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア を 提 供 で き る と い う 利 点 が
あ る 。 な お 、 前 記 骨 材 の 平 均 粒 径 が ０ ． １ μ ｍ よ り 小 さ い 場 合 に は 、 製 造 段 階 に お い て 前
記 骨 材 を 原 料 液 中 に 分 散 さ せ る の が 難 し く な り 、 １ ０ μ ｍ よ り 大 き い 場 合 に は 、 同 じ く 製
造 段 階 に お い て 前 記 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 厚 み 制 御 が 難 し く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 好 適 に は 、 前 記 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 厚 み 寸 法 は 、 ５ μ ｍ ｔ 以 上 １ ０ ０ μ
ｍ ｔ 以 下 の 範 囲 内 で あ る 。 こ の よ う に す れ ば 、 水 晶 振 動 子 に 用 い ら れ る 水 晶 薄 片 等 の 極 薄
手 の ワ ー ク の 研 磨 加 工 に 好 適 に 用 い ら れ る 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア を 提 供 で き る と い
う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ２ の 手 段 】
ま た 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 第 ２ 発 明 の 要 旨 と す る と こ ろ は 、 両 面 研 磨 機 に よ る
研 磨 加 工 に 際 し て 、 そ の 両 面 研 磨 機 に 備 え ら れ た 第 １ 定 盤 と 第 ２ 定 盤 と の 間 に 薄 片 状 の ワ
ー ク を 保 持 す る た め に 用 い ら れ る 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 製 造 方 法 で あ っ て 、 多 数
の 骨 材 を 含 む 無 電 解 鍍 金 液 に 所 定 の 基 板 を 浸 漬 し て 、 そ の 基 板 の 表 面 に そ の 多 数 の 骨 材 を
含 む 金 属 組 織 を 形 成 す る 無 電 解 鍍 金 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 第 ２ 発 明 の 効 果 】
こ の よ う に す れ ば 、 多 数 の 骨 材 を 含 む 無 電 解 鍍 金 液 に 所 定 の 基 板 を 浸 漬 し て 、 そ の 基 板 の
表 面 に そ の 多 数 の 骨 材 を 含 む 金 属 組 織 を 形 成 す る 無 電 解 鍍 金 工 程 を 含 む こ と か ら 、 前 記 両
面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 厚 み 寸 法 を 可 及 的 に 均 一 に 形 成 で き る こ と に 加 え 、 両 面 研 磨
機 に よ る 研 磨 加 工 に 十 分 に 耐 え 得 る 剛 性 及 び 耐 摩 耗 性 を 付 与 で き る 。 す な わ ち 、 極 薄 手 の
ワ ー ク の 研 磨 加 工 に 好 適 に 用 い ら れ る 、 剛 性 及 び 耐 摩 耗 性 に 優 れ た 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ
ャ リ ア の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 第 ２ 発 明 の 他 の 態 様 】
こ こ で 、 好 適 に は 、 前 記 無 電 解 鍍 金 工 程 に よ り 形 成 さ れ る 前 記 多 数 の 骨 材 を 含 む 金 属 組 織
全 体 に 占 め る そ の 骨 材 の 体 積 割 合 が ５ ％ 以 上 ７ ０ ％ 以 下 の 範 囲 内 と な る よ う に 、 前 記 無 電
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解 鍍 金 液 に 含 ま れ る そ の 骨 材 の 量 が 予 め 定 め ら れ た も の で あ る 。 こ の よ う に す れ ば 、 前 記
両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア に 必 要 十 分 な 剛 性 を 付 与 で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 好 適 に は 、 前 記 無 電 解 鍍 金 液 は 、 リ ン 及 び ／ 又 は ホ ウ 素 を 含 む も の で あ る 。 こ の よ
う に す れ ば 、 前 記 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 耐 摩 耗 性 を 更 に 高 め る こ と が で き る と い
う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 好 適 に は 、 前 記 骨 材 の 平 均 粒 径 は 、 ０ ． １ μ ｍ 以 上 １ ０ μ ｍ 以 下 の 範 囲 内 で あ る 。
こ の よ う に す れ ば 、 必 要 十 分 な 剛 性 を 備 え た 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア を 製 造 で き る と
い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 好 適 に は 、 前 記 無 電 解 鍍 金 工 程 に よ り 形 成 さ れ る 前 記 多 数 の 骨 材 を 含 む 金 属 組 織 の
厚 み 寸 法 が ５ μ ｍ ｔ 以 上 １ ０ ０ μ ｍ ｔ 以 下 の 範 囲 内 と な る よ う に 、 鍍 金 処 理 時 間 が 予 め 定
め ら れ た も の で あ る 。 こ の よ う に す れ ば 、 水 晶 振 動 子 に 用 い ら れ る 水 晶 薄 片 等 の 極 薄 手 の
ワ ー ク の 研 磨 加 工 に 好 適 に 用 い ら れ る 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア を 製 造 で き る と い う 利
点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 好 適 に は 、 前 記 無 電 解 鍍 金 工 程 に よ り 形 成 さ れ る 前 記 多 数 の 骨 材 を 含 む 金 属 組 織 に
、 ２ ０ ０ ℃ 以 上 ５ ０ ０ ℃ 以 下 の 温 度 雰 囲 気 に て 熱 処 理 を 施 す 熱 処 理 工 程 を 含 む も の で あ る
。 こ の よ う に す れ ば 、 前 記 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 耐 摩 耗 性 を 更 に 高 め る こ と が で
き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に 用 い
る 図 面 に 関 し て 、 各 部 の 寸 法 比 等 は 必 ず し も 正 確 に は 描 か れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア （ 以 下 、 単 に キ ャ リ ア と 称
す ） １ ０ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 こ の 図 １ に 示 す よ う に 、 か か る キ ャ リ ア １ ０ は 、 外 周 部 に
設 け ら れ た 歯 型 で あ る 複 数 本 （ 図 １ で は ３ ２ 本 ） の 突 起 部 １ ２ と 、 径 方 向 中 程 に 設 け ら れ
て そ れ ぞ れ 矩 形 状 を 成 す 複 数 （ 図 １ で は ６ 個 ） の 保 持 穴 部 １ ４ と 、 中 央 部 に 設 け ら れ て 円
形 状 を 成 す 中 央 穴 １ ６ と を 備 え て 極 薄 手 の 円 板 状 （ 歯 車 状 ） に 構 成 さ れ て い る 。 こ の キ ャ
リ ア １ ０ は 、 好 適 に は 、 そ の 厚 み 寸 法 が ５ μ ｍ ｔ 以 上 １ ０ ０ μ ｍ ｔ 以 下 の 範 囲 内 と さ れ た
も の で あ り 、 例 え ば 外 径 ７ ２ ｍ ｍ φ × 厚 み ５ ０ μ ｍ ｔ × 保 持 穴 部 １ １ ｍ ｍ 角 程 度 の 寸 法 を
備 え て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ２ は 、 上 記 キ ャ リ ア １ ０ の 組 織 の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 模 式 図 で あ る 。 こ の 図 ２ に 示 す よ
う に 、 上 記 キ ャ リ ア １ ０ の 組 織 は 、 例 え ば 炭 化 ケ イ 素 質 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 質 、 窒 化 ケ イ
素 質 、 ホ ウ 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 質 、 ダ イ ヤ モ ン ド 質 、 又 は 炭 素 質 （ ダ イ ヤ モ ン ド ラ イ ク カ ー ボ
ン 、 グ ラ ッ シ ー カ ー ボ ン 、 グ ラ フ ァ イ ト 等 ） を は じ め と す る セ ラ ミ ッ ク 材 料 、 或 い は 炭 酸
カ ル シ ウ ム 又 は Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ （ ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン ） 等 の 有 機 樹 脂 材 料 か ら 成 り 球 形
状 又 は 繊 維 （ ウ ィ ス カ ） 状 を 成 す 多 数 の 骨 材 １ ８ が 、 例 え ば ニ ッ ケ ル 或 い は ニ ッ ケ ル 合 金
等 の 金 属 組 織 ２ ０ に よ り 相 互 に 結 合 し て 形 成 さ れ た も の で あ る 。 こ の 組 織 全 体 に 占 め る 上
記 多 数 の 骨 材 １ ８ の 体 積 割 合 は 、 ５ ％ 以 上 ７ ０ ％ 以 下 の 範 囲 内 で あ り 、 そ れ ら は 上 記 金 属
組 織 ２ ０ 内 に 略 均 一 に 分 散 し て 含 ま れ て い る 。 一 般 に 、 金 属 材 料 は 他 の 材 料 に 比 べ て 延 性
及 び 剛 性 に 優 れ て い る が 、 例 え ば 上 述 の よ う に １ ０ ０ μ ｍ ｔ 以 下 と い っ た 極 薄 手 に 形 成 さ
れ た も の で は 折 れ ・ 曲 が り 等 の 変 形 が 生 じ 易 い 。 本 実 施 例 の キ ャ リ ア １ ０ の 組 織 は 、 上 記
多 数 の 骨 材 １ ８ が 金 属 組 織 ２ ０ に よ り 相 互 に 結 合 し て 形 成 さ れ た 複 合 材 料 か ら 成 る こ と で
、 そ の 延 性 及 び 剛 性 が 可 及 的 に 高 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 骨 材 １ ８ と し て は 、 例 え ば 、 前 記 キ ャ リ ア １ ０ の 耐 摩 耗 性 を 重 視 す る の で あ れ ば 、 Ｊ
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Ｉ Ｓ 　 Ｚ ２ ２ ４ ４ に 規 定 す る ビ ッ カ ー ス 硬 さ で Ｈ Ｖ １ ０ ０ ０ 以 上 で あ る 材 料 が 好 適 に 用 い
ら れ 、 ま た 、 そ の 平 均 粒 径 （ 繊 維 状 粒 子 に あ っ て は 平 均 短 径 ） は 、 ０ ． １ μ ｍ 以 上 １ ０ μ
ｍ 以 下 の 範 囲 内 で あ る こ と が 好 ま し く 、 最 大 で あ る も の の 粒 径 が 前 記 キ ャ リ ア １ ０ の 厚 み
寸 法 の 半 分 以 下 で あ る べ き で あ る 。 ま た 、 前 記 キ ャ リ ア １ ０ の 潤 滑 性 を 高 め る こ と で 摩 耗
を 抑 制 す る と い う の で あ れ ば 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ の 粒 子 、 グ ラ フ ァ イ ト 粒 子 、 二 硫 化 モ リ ブ デ ン 粒
子 等 が 好 適 に 用 い ら れ る 。 こ の 骨 材 １ ８ の 平 均 粒 径 が ０ ． １ μ ｍ よ り 小 さ い 場 合 に は 、 例
え ば 後 述 す る 無 電 解 鍍 金 工 程 Ｐ ３ に お い て 無 電 解 鍍 金 液 中 に 分 散 さ せ る の が 難 し く な り 、
１ ０ μ ｍ よ り 大 き い 場 合 に は 、 同 じ く 無 電 解 鍍 金 工 程 Ｐ ３ に お い て 前 記 キ ャ リ ア １ ０ の 厚
み 制 御 が 難 し く な る 。 ま た 、 上 記 金 属 組 織 ２ ０ と し て は 、 ０ ． ５ 重 量 ％ 以 上 ２ ０ 重 量 ％ 以
下 、 更 に 好 適 に は ３ 重 量 ％ 以 上 １ ５ 重 量 ％ 以 下 の リ ン を 含 む リ ン － ニ ッ ケ ル 合 金 、 或 い は
０ ． １ 重 量 ％ 以 上 ５ 重 量 ％ 以 下 、 更 に 好 適 に は ０ ． ３ 重 量 ％ 以 上 ３ 重 量 ％ 以 下 の ホ ウ 素 を
含 む ホ ウ 素 － ニ ッ ケ ル 合 金 等 が 好 適 に 用 い ら れ る 。 か か る 組 成 の ニ ッ ケ ル 合 金 は 、 所 定 の
熱 処 理 が 施 さ れ る こ と に よ り 、 例 え ば ビ ッ カ ー ス 硬 さ で Ｈ Ｖ １ ０ ０ ０ と い っ た 比 較 的 高 い
硬 さ が 付 与 さ れ る も の で あ り 、 延 い て は 優 れ た 耐 摩 耗 性 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ３ は 、 前 記 キ ャ リ ア １ ０ が 両 面 研 磨 機 ２ ４ に よ る 研 磨 加 工 に 用 い ら れ る 様 子 を 、 そ の 両
面 研 磨 機 ２ ４ の 第 １ 定 盤 ２ ６ 及 び 第 ２ 定 盤 ２ ８ を 省 略 し て 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ４ は 、 図
３ の 両 面 研 磨 機 ２ ４ に 第 １ 定 盤 ２ ６ 及 び 第 ２ 定 盤 ２ ８ を 加 え た IV－ IV断 面 の 様 子 を 示 す 断
面 図 で あ る 。 こ こ で 、 前 記 キ ャ リ ア １ ０ 及 び ワ ー ク ２ ２ は 、 第 １ 定 盤 ２ ６ 或 い は 第 ２ 定 盤
２ ８ に 比 べ て 無 視 で き る ほ ど に 薄 い が 、 図 ４ で は 説 明 の た め に 寸 法 比 を 変 更 し て 示 し て い
る 。 こ れ ら の 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 上 記 第 １ 定 盤 ２ ６ 及 び 第 ２ 定 盤 ２ ８ は 、 そ れ ぞ
れ の 研 磨 面 に 研 磨 パ ッ ド ３ ０ が 貼 り 付 け ら れ た 同 程 度 の 寸 法 を 備 え た 円 板 状 部 材 で あ り 、
そ れ ら の 研 磨 面 が 互 い に 平 行 と な る よ う に 同 軸 に 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 複 数 枚 （ 図 ３ で
は ３ 枚 ） の 前 記 キ ャ リ ア １ ０ が 嵌 め 入 れ ら れ る こ と で そ れ ら の キ ャ リ ア １ ０ が ピ ニ オ ン ギ
ヤ と な る 遊 星 歯 車 を 構 成 す る サ ン ギ ヤ ３ ２ 及 び リ ン グ ギ ヤ ３ ４ が 、 上 記 第 １ 定 盤 ２ ６ 及 び
第 ２ 定 盤 ２ ８ と 同 軸 に 或 い は 若 干 軸 心 を ず ら し て 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 両 面 研 磨 機 ２ ４ に よ る 研 磨 加 工 に 際 し て 、 前 記 キ ャ リ ア １ ０ は 、 前 記 複 数 の 保 持 穴 部
１ ４ の そ れ ぞ れ に 例 え ば 水 晶 薄 片 等 の 極 薄 手 の ワ ー ク ２ ２ を 納 め た 状 態 で 、 上 記 サ ン ギ ヤ
３ ２ 及 び リ ン グ ギ ヤ ３ ４ の 間 に 嵌 め 入 れ ら れ て 、 上 記 第 １ 定 盤 ２ ６ と 第 ２ 定 盤 ２ ８ と の 間
に 挟 み 込 ま れ る 。 そ し て 、 例 え ば ダ イ ヤ モ ン ド 質 の 遊 離 砥 粒 を 含 む ス ラ リ （ 泥 漿 ） を 供 給
し つ つ 上 記 第 １ 定 盤 ２ ６ 及 び 第 ２ 定 盤 ２ ８ を そ れ ら の 軸 心 ま わ り に 前 記 キ ャ リ ア １ ０ に 対
し て 相 対 回 転 さ せ 、 且 つ 上 記 サ ン ギ ヤ ３ ２ 又 は リ ン グ ギ ヤ ３ ４ を そ の 軸 心 ま わ り に 回 転 さ
せ る こ と で 、 上 記 ワ ー ク ２ ２ の 両 面 が 上 記 第 １ 定 盤 ２ ６ 及 び 第 ２ 定 盤 ２ ８ そ れ ぞ れ に 備 え
ら れ た 研 磨 パ ッ ド ３ ０ の 表 面 に 摺 接 さ せ ら れ 、 そ の ワ ー ク ２ ２ の 両 面 に 研 磨 加 工 が 施 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る
。 図 ５ は 、 前 記 キ ャ リ ア １ ０ の 製 造 工 程 の 一 例 を 示 す 工 程 図 で あ る 。 こ の 図 ５ に 示 す よ う
に 、 先 ず 、 マ ス キ ン グ 工 程 Ｐ １ に お い て 、 母 型 （ マ ン ド レ ル ） と し て 用 い ら れ る 、 例 え ば
外 径 ２ ５ ０ ｍ ｍ φ × 厚 み ３ ｍ ｍ ｔ 程 度 の 寸 法 を 備 え 一 面 に 鏡 面 仕 上 加 工 が 施 さ れ た ス テ ン
レ ス 基 板 に お け る そ の 鏡 面 す な わ ち 電 鋳 面 に 、 フ ォ ト レ ジ ス ト 等 に よ り レ ジ ス ト パ タ ー ン
が 形 成 さ れ る 。 こ の レ ジ ス ト パ タ ー ン は 、 前 記 キ ャ リ ア １ ０ が 電 鋳 形 成 さ れ る べ き 部 分 を
除 く 部 分 を 被 覆 す る も の で あ り 、 そ の 膜 厚 は 、 少 な く と も 製 造 さ れ る キ ャ リ ア １ ０ の 厚 み
寸 法 よ り も 厚 く 設 定 さ れ る べ き で あ り 、 所 望 さ れ る キ ャ リ ア １ ０ の 厚 み 寸 法 が 例 え ば ３ ０
μ ｍ ｔ 程 度 で あ る 場 合 、 レ ジ ス ト パ タ ー ン の 膜 厚 は ５ ０ μ ｍ ｔ 程 度 と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 下 地 鍍 金 工 程 Ｐ ２ に お い て 、 上 記 マ ス キ ン グ 工 程 Ｐ １ に て レ ジ ス ト パ タ ー ン が 形 成
さ れ た 基 板 が 例 え ば ワ ッ ト 浴 （ 硫 酸 ニ ッ ケ ル 、 硫 酸 、 及 び 塩 化 ニ ッ ケ ル を 含 有 す る 浴 液 ）
等 の 鍍 金 液 に 浸 漬 さ れ 、 電 流 密 度 ０ ． ５ Ａ ／ ｄ ｍ ２ 　 で １ ０ 分 間 程 度 の 電 解 鍍 金 処 理 が 施
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さ れ る こ と で 、 上 記 電 鋳 面 の レ ジ ス ト パ タ ー ン を 除 く 部 分 に 厚 さ １ μ ｍ ｔ 程 度 の ニ ッ ケ ル
鍍 金 が 形 成 さ れ る 。 こ の ニ ッ ケ ル 鍍 金 が 形 成 さ れ る こ と で 、 後 述 す る 無 電 解 鍍 金 工 程 Ｐ ３
に て 無 電 解 鍍 金 が 好 適 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 電 鋳 さ れ た そ の 無 電 解 鍍 金 が 剥 離 工 程 Ｐ ５ に
て 剥 離 し 易 く な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 無 電 解 鍍 金 工 程 Ｐ ３ に お い て 、 上 記 下 地 鍍 金 工 程 Ｐ ２ に て 下 地 鍍 金 の 施 さ れ た 基 板
が 以 下 に 示 す よ う な 前 記 多 数 の 骨 材 １ ８ が 混 合 ・ 撹 拌 さ れ た 所 定 の 無 電 解 鍍 金 液 に 浸 漬 さ
れ 、 ９ ０ ℃ 程 度 の 温 度 に て ２ 時 間 程 度 の 無 電 解 鍍 金 処 理 が 施 さ れ る 。 こ の 無 電 解 鍍 金 処 理
に よ り 、 前 記 多 数 の 骨 材 １ ８ を 含 む 金 属 組 織 ２ ０ が 形 成 さ れ る 。 無 電 解 鍍 金 に よ り 電 鋳 さ
れ る 金 属 組 織 ２ ０ に は ピ ン ホ ー ル 等 の 欠 陥 が 少 な い こ と に 加 え 、 所 望 の 厚 み に 対 し て ± １
０ ％ 以 内 の 厚 み 精 度 で 可 及 的 に 均 一 な 厚 み 寸 法 に 形 成 さ れ る 。 こ こ で 、 か か る 組 織 の 厚 み
寸 法 が ５ μ ｍ ｔ 以 上 １ ０ ０ μ ｍ ｔ 以 下 の 範 囲 内 と な る よ う に 、 鍍 金 処 理 時 間 が 予 め 定 め ら
れ た も の で あ る 。 ま た 、 こ の 無 電 解 鍍 金 処 理 に 用 い ら れ る 無 電 解 鍍 金 液 は 、 無 電 解 鍍 金 処
理 に よ り 形 成 さ れ る 組 織 全 体 に 占 め る そ の 骨 材 １ ８ の 体 積 割 合 が ５ ％ 以 上 ７ ０ ％ 以 下 の 範
囲 内 と な る よ う に 、 そ の 液 中 に 含 ま れ る 前 記 骨 材 １ ８ の 量 が 予 め 定 め ら れ た も の で あ る 。
な お 、 こ の 無 電 解 鍍 金 液 に は 、 例 え ば 日 本 カ ニ ゼ ン (株 )製 の カ ニ ゼ ン 鍍 金 液 等 の 市 販 品 が
用 い ら れ て も 構 わ な い 。 そ の よ う に し て 、 例 え ば 前 記 骨 材 １ ８ と 金 属 組 織 ２ ０ と の 体 積 比
が １ ： ９ の 複 合 組 織 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
［ 無 電 解 鍍 金 液 ］
塩 化 ニ ッ ケ ル ： ３ ０ ｇ ／ ｌ
次 亜 リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム ： １ ０ ｇ ／ ｌ
ヒ ド ロ キ シ 酢 酸 ナ ト リ ウ ム ： ５ ０ ｇ ／ ｌ
ｐ Ｈ ： ４ 乃 至 ６
鍍 金 成 長 速 度 ： １ ５ μ ｍ ／ ｈ
骨 材 ： 球 形 状 ア ル ミ ナ （ 平 均 粒 径 ０ ． ６ μ ｍ ）
骨 材 濃 度 ： １ ｇ ／ ｌ
【 ０ ０ ３ １ 】
次 に 、 レ ジ ス ト 除 去 工 程 Ｐ ４ に お い て 、 前 記 無 電 解 鍍 金 工 程 Ｐ ３ に て 前 記 複 合 組 織 が 電 鋳
さ れ た 基 板 が 例 え ば 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 等 の ア ル カ リ 液 に 浸 漬 さ れ て 、 そ の 基 板 の 電
鋳 面 に 形 成 さ れ た レ ジ ス ト パ タ ー ン が 除 去 さ れ 、 続 く 剥 離 工 程 Ｐ ５ に お い て 、 電 鋳 さ れ た
成 形 体 が 例 え ば カ ッ タ ー ナ イ フ 等 に よ り 前 記 基 板 か ら 剥 離 さ れ る 。 そ の よ う に し て 得 ら れ
る 成 形 体 は 、 例 え ば ３ ０ μ ｍ ｔ 程 度 の 厚 み 寸 法 を 備 え た も の で あ り 、 そ の 厚 み ば ら つ き は
± １ μ ｍ 以 下 の 範 囲 内 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 、 熱 処 理 工 程 Ｐ ６ に お い て 、 上 記 剥 離 工 程 Ｐ ５ に て 剥 離 さ れ た 成 形 体 に 例 え ば ２ ０ ０
℃ 以 上 ５ ０ ０ ℃ 以 下 の 温 度 雰 囲 気 に て 例 え ば ２ 時 間 程 度 保 持 の 熱 処 理 が 施 さ れ る 。 リ ン －
ニ ッ ケ ル 合 金 或 い は ホ ウ 素 － ニ ッ ケ ル 合 金 等 は 、 か か る 熱 処 理 に よ り 硬 質 化 し 、 例 え ば ビ
ッ カ ー ス 硬 さ で Ｈ Ｖ ５ ０ ０ 乃 至 Ｈ Ｖ １ ２ ０ ０ 程 度 の 硬 さ を 備 え た も の と な る 。 以 上 の よ う
な 工 程 に よ り 、 前 記 キ ャ リ ア １ ０ が 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の よ う に 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 全 体 に 占 め る 体 積 割 合 が ５ ％ 以 上 ７ ０ ％ 以 下 の 範 囲 内 で
あ る 前 記 多 数 の 骨 材 １ ８ が 金 属 組 織 ２ ０ に よ り 相 互 に 結 合 し て 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、
前 記 両 面 研 磨 機 ２ ４ に よ る 研 磨 加 工 に 十 分 に 耐 え 得 る 剛 性 を 備 え て い る こ と に 加 え 、 前 記
金 属 組 織 ２ ０ の 材 料 を 適 宜 選 択 す る こ と で 必 要 十 分 な 耐 摩 耗 性 を 付 与 で き る 。 す な わ ち 、
極 薄 手 の ワ ー ク ２ ２ の 研 磨 加 工 に 好 適 に 用 い ら れ る 、 剛 性 及 び 耐 摩 耗 性 に 優 れ た 前 記 キ ャ
リ ア １ ０ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 前 記 金 属 組 織 ２ ０ は 、 リ ン 及 び ／ 又 は ホ ウ 素 を 含 む ニ ッ ケ ル 合 金 で あ る た め 、 前 記
キ ャ リ ア １ ０ の 耐 摩 耗 性 を 更 に 高 め る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 前 記 金 属 組 織 ２ ０ は 、 無 電 解 鍍 金 に よ り 形 成 さ れ た も の で あ る た め 、 前 記 キ ャ リ ア
１ ０ の 厚 み 寸 法 を 可 及 的 に 均 一 に 且 つ ピ ン ホ ー ル 等 の 欠 陥 を 生 じ さ せ る こ と な く 形 成 で き
る こ と に 加 え 、 そ の 耐 摩 耗 性 及 び 耐 食 性 を 更 に 高 め る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 前 記 金 属 組 織 ２ ０ の ビ ッ カ ー ス 硬 さ は 、 Ｈ Ｖ ５ ０ ０ 以 上 で あ る た め 、 必 要 十 分 な 耐
摩 耗 性 を 備 え た 前 記 キ ャ リ ア １ ０ を 提 供 で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 前 記 骨 材 １ ８ の 平 均 粒 径 は 、 ０ ． １ μ ｍ 以 上 １ ０ μ ｍ 以 下 の 範 囲 内 で あ る た め 、 必
要 十 分 な 剛 性 を 備 え た 前 記 キ ャ リ ア １ ０ を 提 供 で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 前 記 キ ャ リ ア １ ０ の 厚 み 寸 法 は 、 ５ μ ｍ ｔ 以 上 １ ０ ０ μ ｍ ｔ 以 下 の 範 囲 内 で あ る た
め 、 水 晶 振 動 子 に 用 い ら れ る 水 晶 薄 片 等 の 極 薄 手 の ワ ー ク ２ ２ の 研 磨 加 工 に 好 適 に 用 い ら
れ る 前 記 キ ャ リ ア １ ０ を 提 供 で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 前 記 多 数 の 骨 材 １ ８ を 含 む 無 電 解 鍍 金 液 に 所 定 の 基 板 を 浸 漬 し て 、 そ の 基 板 の 表 面
に そ の 多 数 の 骨 材 １ ８ を 含 む 金 属 組 織 ２ ０ を 形 成 す る 無 電 解 鍍 金 工 程 Ｐ ３ を 含 む こ と か ら
、 前 記 キ ャ リ ア １ ０ の 厚 み 寸 法 を 可 及 的 に 均 一 に 形 成 で き る こ と に 加 え 、 前 記 両 面 研 磨 機
２ ４ に よ る 研 磨 加 工 に 十 分 に 耐 え 得 る 剛 性 及 び 耐 摩 耗 性 を 付 与 で き る 。 す な わ ち 、 極 薄 手
の ワ ー ク ２ ２ の 研 磨 加 工 に 好 適 に 用 い ら れ る 、 剛 性 及 び 耐 摩 耗 性 に 優 れ た 前 記 キ ャ リ ア １
０ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 前 記 無 電 解 鍍 金 工 程 Ｐ ３ に よ り 形 成 さ れ る 前 記 多 数 の 骨 材 １ ８ を 含 む 金 属 組 織 ２ ０
全 体 に 占 め る そ の 骨 材 １ ８ の 体 積 割 合 が ５ ％ 以 上 ７ ０ ％ 以 下 の 範 囲 内 と な る よ う に 、 前 記
無 電 解 鍍 金 液 に 含 ま れ る そ の 骨 材 １ ８ の 量 が 予 め 定 め ら れ た も の で あ る た め 、 前 記 キ ャ リ
ア １ ０ に 必 要 十 分 な 剛 性 を 付 与 で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 前 記 無 電 解 鍍 金 液 は 、 リ ン 及 び ／ 又 は ホ ウ 素 を 含 む も の で あ る た め 、 前 記 キ ャ リ ア
１ ０ の 耐 摩 耗 性 を 更 に 高 め る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 前 記 無 電 解 鍍 金 工 程 Ｐ ３ に よ り 形 成 さ れ る 前 記 多 数 の 骨 材 １ ８ を 含 む 金 属 組 織 ２ ０
の 厚 み 寸 法 が ５ μ ｍ ｔ 以 上 １ ０ ０ μ ｍ ｔ 以 下 の 範 囲 内 と な る よ う に 、 鍍 金 処 理 時 間 が 予 め
定 め ら れ た も の で あ る た め 、 水 晶 振 動 子 に 用 い ら れ る 水 晶 薄 片 等 の 極 薄 手 の ワ ー ク ２ ２ の
研 磨 加 工 に 好 適 に 用 い ら れ る 前 記 キ ャ リ ア １ ０ を 製 造 で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 前 記 無 電 解 鍍 金 工 程 Ｐ ３ に よ り 形 成 さ れ る 前 記 多 数 の 骨 材 １ ８ を 含 む 金 属 組 織 ２ ０
か ら 成 る 前 記 成 形 体 に 、 ２ ０ ０ ℃ 以 上 ５ ０ ０ ℃ 以 下 の 温 度 雰 囲 気 に て 熱 処 理 を 施 す 熱 処 理
工 程 Ｐ ６ を 含 む も の で あ る た め 、 前 記 キ ャ リ ア １ ０ の 耐 摩 耗 性 を 更 に 高 め る こ と が で き る
と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
以 上 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ
れ る も の で は な く 、 更 に 別 の 態 様 に お い て も 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
例 え ば 、 前 述 の 実 施 例 に お い て 、 前 記 キ ャ リ ア １ ０ に は そ の 径 方 向 中 程 に 複 数 個 の 保 持 穴
部 １ ４ が 設 け ら れ て お り 、 そ れ ら の 保 持 穴 部 １ ４ に て 前 記 ワ ー ク ２ ２ を 保 持 す る も の で あ
っ た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 中 央 部 に 単 一 の 保 持 穴 部 が 設 け
ら れ て お り 、 そ の 保 持 穴 部 に て 前 記 ワ ー ク ２ ２ を 保 持 す る も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 前
記 保 持 穴 部 １ ４ は 矩 形 状 で な く と も よ く 、 例 え ば 円 形 状 或 い は 楕 円 形 状 等 、 ワ ー ク ２ ２ の
形 状 に 応 じ て 適 宜 変 更 さ れ 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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ま た 、 前 述 の 実 施 例 に お い て 、 前 記 キ ャ リ ア １ ０ は 、 遊 離 砥 粒 を 含 む ス ラ リ を 供 給 し つ つ
研 磨 加 工 を 行 う 形 式 の 前 記 両 面 研 磨 機 ２ ４ に 用 い ら れ て い た が 、 例 え ば 多 数 の 研 磨 粒 子 が
所 定 の 結 合 剤 に よ り 相 互 に 結 合 し て 形 成 さ れ た 円 板 状 の 研 磨 体 が 前 記 第 １ 定 盤 ２ ６ 及 び 第
２ 定 盤 ２ ８ そ れ ぞ れ の 研 磨 面 に 貼 り 付 け ら れ 、 水 等 の 研 磨 液 を 供 給 し つ つ そ れ ら の 研 磨 体
を 前 記 ワ ー ク ２ ２ に 摺 接 さ せ る こ と で 研 磨 加 工 を 行 う 形 式 の 両 面 研 磨 機 に 用 い ら れ て も 構
わ な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま た 、 前 述 の 実 施 例 に お い て 、 前 記 キ ャ リ ア １ ０ は 、 水 晶 か ら 成 る ワ ー ク ２ ２ の 研 磨 加 工
に 用 い ら れ て い た が 、 例 え ば シ リ コ ン 、 化 合 物 半 導 体 、 又 は そ の 他 の 硬 質 脆 性 材 料 等 を ワ
ー ク と し た 前 記 両 面 研 磨 機 ２ ４ に よ る 両 面 研 磨 加 工 に 広 く 用 い ら れ 得 る も の で あ る こ と は
言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 前 述 の 実 施 例 に お い て 、 前 記 多 数 の 骨 材 １ ８ を 含 む 金 属 組 織 ２ ０ は 、 前 記 無 電 解 鍍
金 工 程 Ｐ ３ に お い て 、 無 電 解 鍍 金 技 術 に よ り 形 成 さ れ る も の で あ っ た が 、 所 望 の 剛 性 及 び
耐 摩 耗 性 が 得 ら れ る の で あ れ ば 、 例 え ば 電 解 鍍 金 技 術 に よ り 形 成 さ れ る も の で あ っ て も 構
わ な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 前 述 の 実 施 例 で は 特 に 言 及 し て い な い が 、 前 記 キ ャ リ ア １ ０ の 表 面 す な わ ち 鍍 金 表
面 か ら の 前 記 骨 材 １ ８ の 突 出 量 は 可 及 的 に 小 さ く さ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 突 出 量 が 大
き い 場 合 、 斯 か る 骨 材 １ ８ の 脱 落 を 促 し 、 研 磨 加 工 に 際 し て 定 盤 又 は ワ ー ク 等 を 傷 つ け る
お そ れ が あ る 。 こ の た め 、 必 要 に 応 じ て 、 前 記 無 電 解 鍍 金 工 程 Ｐ ３ に よ り 形 成 さ れ た 複 合
組 織 に 付 着 し た 前 記 骨 材 １ ８ を す べ て 除 去 し た 後 、 仕 上 鍍 金 処 理 を 行 う な ど し て 突 出 量 を
零 に 近 づ け て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
そ の 他 、 一 々 例 示 は し な い が 、 本 発 明 は そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 に お い て 、 種 々 の 変
更 が 加 え ら れ て 実 施 さ れ る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 組 織 の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア が 両 面 研 磨 機 に よ る 研 磨 加 工 に 用 い ら れ る 様
子 を 、 そ の 両 面 研 磨 機 の 第 １ 定 盤 及 び 第 ２ 定 盤 を 省 略 し て 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 両 面 研 磨 機 に 第 １ 定 盤 及 び 第 ２ 定 盤 を 加 え た IV－ IV断 面 の 様 子 を 示 す 断 面
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア の 製 造 工 程 の 一 例 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ： 両 面 研 磨 機 用 ワ ー ク キ ャ リ ア
１ ８ ： 骨 材
２ ０ ： 金 属 組 織
２ ２ ： ワ ー ク
２ ４ ： 両 面 研 磨 機
２ ６ ： 第 １ 定 盤
２ ８ ： 第 ２ 定 盤
Ｐ ３ ： 無 電 解 鍍 金 工 程
Ｐ ６ ： 熱 処 理 工 程
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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